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訪問看護事業部 訪問活動 業務指針 

1、社会的意義のある行動の推進：適切な訪問支援活動 

  ※社会的意義とは：社会や社会に生きる人々にとって意味や価値がある事 

１）利用者様の思いを中心に常に訪問活動内容のアセスメントを行う 

２）医療機関、行政機関、包括支援、相談支援、ケアマネとの連携を重要とする 

３）事業所地域（医療機関・包括・ケアマネ）・専門職域からの訪問依頼は、事業所で

受け入れ可能かを検討し受け入れ可能な体制を整える（原則受け入れする） 

２、利用者の利益を最大限に追求する 

 １）過大・過少サービスが発生しないよう常に訪問利用の必要度をアセスメントする 

   (１)訪問日数、回数、訪問時間の適正化の実施 

   (２)把握した利用者や家族状況について、主治医の意見に基づき検討する 

３、職員の働きがいを追求する 

 １）職員の専門職としての思いを尊重し、訪問活動に反映させる 

  チーム内で個々の職員の思いを共有する場を持つ（職場会・患者カンファレンス等） 

 ２）訪問件数目標、時間外訪問の強要は行わない（職員の思いや状況を最大限に確認） 

   適切な時間内労働と訪問件数の設定を行い、職員と利用者の利益を損なわない 

 ３）職員の休暇を適切に取得できるように訪問予定に反映させる 


